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１．はじめに 

地震災害リスクを考える上で，震源断層評価はその土

台となる。地震災害の損失を見積もるためには，震源断

層モデルのほか地形・地盤モデルにより地震動を計算し

ていく。ここで，地震災害リスクを評価するためには，

震源断層の規模とその発生確率の評価が必要となる。 
震源断層評価に係わる重要なパラメータとして，規模

の算出に必要な活断層セグメント長さ，発生確率の評価

に必要な最新活動時期・平均活動間隔が挙げられる。こ

れらの重要なパラメータの調査研究は，平成 7年（1995
年）兵庫県南部地震以降，空中写真判読やトレンチ調査

などにより急速に発展している。現在では，産業技術総

合研究所による活断層データベース，地震調査研究推進

本部などにより，これらの重要なパラメータは整備され

つつある。そして，確率論的地震動予測図 1）が公表され，

この予測図は，地震保険料の算出に活用されている 2）。 
しかし，震源断層評価に用いられるこれらの重要なパ

ラメータを精度良く得ることは容易ではなく，そのデー

タにはばらつきがある。そこで，本稿では，このような

ばらついたデータの傾向を理解するために，これらの震

源断層の重要なパラメータのヒストグラムを示し，震源

断層評価における現況と課題について述べる。 
 

２．活断層データベースを利用したデータ収集 

本研究では，活断層データベース 3）で公表されている

データを収集した。このデータベースには，全国の学術

論文や報告書などの活断層資料が収録されており，活動

セグメント単位の活動性評価が行われている 4）。活動セ

グメントとは，過去の活動時期，平均変位速度，平均活

動間隔，変位の向きなどに基づいて区分した断層区間で

ある。活断層データベースのデータ収録対象は，活動度

B 級以上の起震断層を構成する，長さ 10km 以上の活動
セグメントである。本研究では，活断層データベース 3）

に収録されている活動セグメント単位の活動性評価のう

ち，セグメント長さ，平均変位速度，単位変位量，平均

活動間隔，最新活動時期（野外調査結果）のデータを収

集した。そして，震源断層評価に係わる重要なパラメー

タである活動セグメント長さ，平均活動間隔，最新活動

時期の頻度分布図を作成した。 

３．活動セグメントの長さ 

断層パラメータのスケーリング則については，日本で

は，松田(1975)をはじめとした関係式が提案されている。
主なスケーリング則として，断層長さと地震モーメント

の関係，活断層セグメント長さと断層変位量の関係など

が知られている。この地震モーメントはマグニチュード

に換算可能である。現在は，活動セグメント長さからス

ケーリング則に基づき，地震の規模が予測されている。 
図 1に示されるように，活動セグメントの長さの最頻
値は 10～20kmにあり，10kmより大きい活動セグメント
の頻度分布は，活動セグメントが長いほどその頻度が小

さくなる傾向がある。この結果は，実際に発生した地震

で見られる，マグニチュードが大きいほど頻度が小さい

傾向を反映している。一方で，10km より短い活断層セ
グメントはこの傾向から外れる。その原因として，小規

模な震源断層は，上部地殻を横切ることができず，地表

変位として現れないことが考えられる。ここでは，Mj6.5
以下（長さ 10km）の震源断層の評価が困難である事が
指摘される。 
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図 1 活動セグメント長さの頻度分布． 

 
４．平均活動間隔 

図 2に示されるように，平均活動間隔の頻度分布は，
活動度（平均変位速度）が大きい断層では短く, 活動度
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が小さい断層では長い傾向にある。そして，その最頻値

は，A級の活断層で 1,000～2,000年であり，B級の活断
層で 2,000 年より大きい。平均活動間隔の最小値と最大
値の幅は，A級の活断層で狭く，B 級の活断層で広くば
らつきが大きい。このばらつきの原因については，調査

精度の問題か自然現象を反映しているか不明であり，今

後の活動度の低い活断層の調査を対称とした調査研究に

期待したい。 
なお，平均活動間隔は，トレンチ調査を主とした地形

地質調査から活動履歴により推定するほかに，単位変位

量と平均変位速度により算出したものがある。単位変位

量は，活動セグメント長さとの関係式から見積もられる

こともあり，活動セグメント長さ，平均変位速度により

活動間隔を見積もることが可能である。 
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図 2 平均活動間隔・活動度の頻度分布 

 
５．最新活動時期 

図 3に示されるように，最新活動時期の年代幅（精度）
の頻度分布は，調査が十分でなく不明なものが最も多い。

年代幅が 0であるものは，歴史地震との対応が明らかな
活断層であるものが多く，地震発生確率の予測に重要な

情報である。一方，調査が行われ，最新活動時期の解釈

が可能であるが，その年代幅が数千年と広く，詳細な検

討を必要とする活動セグメントもある。さらに，ここで

示した活動セグメント以外にも，震源断層は存在するが，

その評価は，確率論的に行われている 1）。 
なお，最新活動時期は，トレンチ調査により解釈され

ることが多い。活断層の平均活動間隔は数千年であり，

最新活動時期が数千年前の活断層については注意が必要

となる。 
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図 3 最新活動時期の年代幅（最古値と最新値の差）の

頻度分布． 

 
６．おわりに 

 地震災害規模に寄与する震源断層の規模の評価は，活

動セグメント長さと断層パラメータのスケーリング則に

より行われている。そして，本研究の活動セグメント長

さの頻度分布により，約 Mj6.5以下の震源断層の評価は
困難であることが指摘される。また，地震災害発生確率

に寄与する活動セグメントの平均活動間隔と最新活動時

期の頻度分布は，調査が不十分な断層が多いことを示す。 
しかし，今までの研究で，活動セグメント区分が行わ

れ，いくつか発生確率の高い活断層が抽出されてきた意

義は大きい。そして，データのばらつきや未発見の活断

層を考慮した，確率論的確率論的地震動予測図 1）は，地

震保険料の算出など地震災害リスク評価を行っていく上

で，不可欠なものとなっている。 
現在においても，震源断層評価に必要なパラメータに

関するデータ収集・評価手法の開発は発展している。今

後，これらの震源断層評価に係わる調査研究は，さらに

安価な地震保険の構築など地震災害リスクの評価に大き

な影響を与えるであろう。 
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